
▲鏡開きをする（左から）新宅愛知労働局長、大村愛知県知事、神野会長、中根民主党愛知県連代表

連合愛知は１月６日、日本ガイシフォーラ

ム「レセプションホール」において新春交

礼会を開催した。この会には、神野会長・各副会長をは

じめとする連合愛知役員、各界からの来賓、連合愛知政

策推進議員懇談会メンバー、さらには構成組織・地域協

議会からの代表者など、およそ５５０名の参加があった。

　冒頭あいさつに立った神野会長は、新年賀詞と構成

組織へのお礼を述べたあと、「経済状況や労働情勢」「政

局」「安心ネットワーク活動」などについて述べた。そ

の後、神野会長と各界代表者による鏡開き、浅井副会長

による乾杯の発声と続き、華々しい雰囲気の中で参加

者による懇談が盛況のうちに行われた。



▲年頭のあいさつをする神野会長

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は日本国民とって、忘れることのできない悲

しい出来事が起きました。皆さんもご承知の通り、

３月１１日の東日本大震災です。誰もがこのような災

害が起きようとは…、と思われたことでしょう。地震、

津波、原発被害と三重の苦しみが被災地の方々を

襲った災害でした。

　それから１０か月が経ちました。復興にむけての様々

な予算をはじめとする環境整備が整い、私たちは今、

ようやくスタート地点についたばかりであります。

復興にむけては被災地だけの問題ではなく、日本

全体の経済の立て直しなくしては成し遂げられな

い課題でもあります。しかし、欧米経済の低迷や円高、

年金、医療や社会保障全般など私たちを取り巻く

情勢は、まだまだ課題が山積しています。私たち国

民は、これらを自分自身の問題としてとらえ、行動

しなければなりません。

　私たち連合は、将来を見据えた改革が必要であ

ると考えています。そのためにも、常に前を見据え

て前進しなければ大きな壁は乗り越えることはで

きないと思います。

　被災地の復興、日本経済の立て直し、社会保障制

度の改革などにむけてこの一年、皆さんと頑張って

いきたいと思います。共に頑張りましょう。

　新年おめでとうございます。

　新年を迎え、２０１２年が皆様にとって安らかで実

りのある年となるようお祈り申し上げます。

　昨年を振り返るとき、３月１１日の巨大地震、それ

に続く大津波、そして福島第一原子力発電所事故

を忘れることはできません。この大震災からの復興・

再生に全力を尽くすことが、連合に与えられた第

一の使命です。亡くなられた方々に改めて哀悼の

意を表するとともに、被災者の皆様が一日も早く

穏やかな生活を取り戻すよう、全力で取組むこと

をお誓い申し上げます。

　誰もが働くことで社会に参加し、社会的にも経

済的にも自立し、人と人との絆を強めていくー私

たちが「働くことを軸とする安心社会」で提起した

ことが、今まさに被災地で求められています。被災

地のすべての人にディーセント・ワークを保障する

ことが、日本の再生にむけた一歩です。「復興・再

生に全力を尽くし、『働くことを軸とする安心社会』

につなげる」決意を申し上げ、新年のあいさつと

させていただきます。



▲ＪＰ労組ＯＢ会によるミュージックベル

あいさつをする屋敷会長▲

日産エルダークラブによるフラダンス▲
笑福亭松枝さんによる落語▲

　連合愛知は１２月１４日、愛知県産業労働センターにお

いて「第２３回税制・確定申告セミナー」を開催した。こ

のセミナーには、各構成組織・地域協議会の確定申告

担当者など９６名の参加があった。

　冒頭、山本副事務局長からのあいさつに続いて、明治

大学政治経済学部の星野教授より「税制改革の留意点

～サラリーマン税制の視点から～」と題した講演があっ

た。星野氏は「日本の税負担は低いが、社会保障負担は

やや高い状況である。非正規雇用者が増え、正規雇用

のサラリーマン以外の税の徴収率が下がり、社会保障

が維持できなくなってきた。税の累進性を高めるととも

に、消費税ＵＰの議論は逆進性をどうするかが問題であ

る」と述べた。

　その後、下目福祉政策局長から２０１１年税制・確定申

告運動の取組み結果と２０１２年の取組みについて説明

があった。また、猪子税理士から「平成２３年度の確定申

告変更点」「所得税の計算と確定申告書の書き方」につ

いて実務的な指導がなされた。

　連合愛知シルバー倶楽部は１２月１５日、

中京大学文化市民会館において「第２１回

定期総会」を開催した。この定期総会には、

各構成組織の退職者組織から、およそ８２０

名が参加した。

　総会では、連合愛知シルバー倶楽部の屋

敷会長や来賓あいさつの後、２０１１年度活

動報告がなされるとともに、２０１２年度活動

方針（案）などが承認・決定された。

　引き続いて「２０１１愛知勤労高齢者のつどい　お楽し

み演芸会」が実施

された。はじめに、

JP労組ＯＢ会によ

るミュージックベル、

日産エルダークラ

ブによるフラダン

スが披露された。

その後、落語家の

笑福亭松枝さんの

落語やナポレオン

ズによるマジックシ

ョーが行われた。
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▲講演する櫛田誠希支店長

講演する小寺労働政策局長▲

　連合愛知は１２月１０日、あいち海上の森セ

ンターと連携して実施している「愛・地球博

記念の森づくり」にボランティアとして参加

した。人と自然のかかわり方を探求するこの

森づくり活動は、２００５年の「愛・地球博」開

催期間中に連合・労福協万博センター（れ・あ・

ろ）が「地球市民村」を運営するなかで、そ

の理念や愛知県と共催した活動を継承して

実施されている。

　年間３回実施される活動のうち、第１回目

となる今回の森づくり活動には、２４名が参加した。はじ

めに愛知県の担当職員から「森林整備の必要性」など

について講義を受けた後、実際に人工林（ひのき）の間

伐体験を行った。一班３～４本のひのきを間伐し、上空か

ら差し込む日の光を体感した。間伐することで、残った

木は幹が太く枝葉がしっかりとした健全な木に育つこと

や、林内に光が入り、下層に植生が生じることで、森林の

土壌が守られるとともに、生物の多様性にもつながるこ

とを学んだ。
▲参加者みなさんで「はい、ポーズ」

間伐体験をするボランティア▲

　連合愛知は１２月８日、ワークライフプラザれあろにお

いて「２０１２春季生活闘争学習会」を開催した。この学

習会には、各構成組織・地域協議会などから、８６名の参

加があった。

　神野会長のあいさつに続いて、日本銀行名古屋支店

の櫛田誠希支店長より「中部圏内の経済状況と今後の

日本経済」と題した講演があった。櫛田氏は「３月１１日

の震災以降、着実に景気は持ち直してきているが、米国、

欧州の経済不安、円高などの問題で先行きは不透明で

ある。日本経済がデフレから脱却して物価安定のもとで

持続的成長経路に復帰するように日銀としても中央銀

行としての役割を粘り強く続けていく」などの話があった。

　その後、小寺労働政策局長から「２０１２春季生活闘争

方針」と現状の情勢認識と基本的な考え方の詳しい解

説がなされた。方針は昨年度と大きな違いはなく、すべ

ての働く者の処遇改

善にむけて、賃金も

含めて１％を目安に

適正な配分を求め

ていくことを確認した。

多くの参加を得て、

２０１２春季生活闘争

方針への理解を深

めることができた。



【確認事項】
１.当面の日程について

２.連合愛知各種委員会の委員交代について

３.組織拡大実績について

４.組織拡大フォロー月間の取組みについて

５.２０１２春の全国一斉労働相談ダイヤルの実施につ

　いて

　　日　時:２０１２年２月１日（水）～

　　　　　　　　　　　３日（金）　１０:００～１８:００

　　場　所:会場・・・安心ネットワーク地域センター

　　　　　　　　　（全11地協・11会場）

　　受付体制:フリーダイヤルにて相談を受付け、

　　　　　　 各会場に順に割り振る。

　　　          フリーダイヤル・・・０１２０-１５４-０５２

　　　　       フリーダイヤル用専用回線：各地協・

                   会場各１回線（臨時設置）　　

６.２０１２連合愛知地協代表・事務局長体制および条

　件について

７.地協オルグ車配置について

８.安心ネットワークセンター運営体制見直しについて

９.２０１２春季生活闘争１万人総決起集会の開催につ

　いて

　　日　時:２０１２年３月４日（日）１０:３０～１１:５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　（雨天決行）

　　場　所:栄・久屋大通公園　久屋広場

１０.２０１２春季生活闘争と連動した政策キャンペー

　ン（案）について

１１.「連合エコライフ２１・ピークカットアクション２１

　～冬の陣～」の展開について

　　展開期間：２０１１年１２月～２０１２年３月

　　　　　　　　　　　　　　（重点取組み期間）

１２.平成２３年度愛知労使懇談会の開催について

　　日　時:２０１２年２月１４日（火）１０:３０～１２:３０

　　場　所:メルパルク名古屋 ３F 「シリウス」の間

１３．リーダー養成講座２０１１修了生の中間報告会の

　開催について

１４.「北方領土の返還を求める県民のつどい」への

　参加について

１５.２０１２春季生活闘争の調査・広報活動について

【議　　事】
１．各種審議会・委員会などへの派遣について

２.２０１２春季生活闘争方針(案)について

３．地方アドバイザーの業務委託（新規採用）について

４.豊田市長選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２０１２年２月５日（日）

　　推薦候補者：太田稔彦（おおた　としひこ）

　　　　　　　 [無所属・新人]

５.弥富市議会議員選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２０１２年２月１２日（日）

　　推薦候補者：伊藤正信（いとう　まさのぶ）

　　　　　　　［無所属・現３期］



月１１日（金）　名鉄豊田市駅ペデストリアンデッキ（地協３２名と議員９名の参加で実施）

成２４年２月５日投・開票で行われる豊

田市長選挙候補予定者「太田稔彦」

氏は、１２月１５日に豊田地協と政策協定を締

結し、同日の第１回幹事会で推薦決定されま

した。

木市長はじめ８名の幹部の皆さんにも出席いた

だき市長との懇談会を開催しました。

　渡邊代表より、９月１２日安心・安全で活力ある豊田市

の創造実現のため重点要望書を提出しました。その７

つの項目について意見交換をさせていただきたいとの

挨拶がありました。

　また、鈴木市長より、要望いただいた内容を、２２年度

の政策を検討する重要なものとして取り扱いますとの

お言葉をいただきました。

　その後、各地協、労福協役員より、７つの項目について

質問を行い意見交換をしました。

大阪地協の皆さんとの交流を２日間の日程で行

いました。

　初日は、れあろの会議室で懇談と別会場にて懇親会。

　２日目は、豊田市にお越しいただき子育て支援や、障

がい者雇用についてトヨタ労組と意見交換。

　トヨタ元町工場見学の後、豊田市役所へ移動し、環境

モデル都市「ハイブリッド・シティとよたプラン」への取

組みについて意見交換。私たちも、北大阪地協さんの 取組みを教えていただき大変勉強になりました。

署名にご協力いただきました。［１６７名］
（１２/１４現在：組合展開含め６，３４１名）

募金ありがとうございました。［１０，６４１円］
（１２/１５現在：組合展開含め５０１，３４６円）


